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１．はじめに 
南極氷床沿岸部では流れの速い溢流氷河から多くの氷が海洋

へ流出し，末端部で棚氷を形成する．棚氷は氷体内部の応力を

介して氷河流動に影響を与えるため，氷河末端の変動メカニズ

ムの理解は重要である．先行研究では氷河前の海氷が棚氷を安

定化させてカービングを抑制することが示唆されているが 1)，観

測事例が少なく，溢流氷河の変動に海氷が与える影響は十分に

理解されていない．東南極に位置するリュッツォホルム湾は通

常定着氷に覆われているが，2016 年に大規模な海氷流出が発生

した 2)．この海氷流出はリュッツォホルム湾に流出する氷河に影

響を与えた可能性があるが，その実態は明らかになっていない．

そこで本研究では，溢流氷河の変動と海氷状況との関係解明を

目的とし，リュッツォホルム湾に溢流する 8 つの氷河（図 1）に

おいて衛星観測を行った．本発表では氷河の末端位置，流動速

度，氷河前の海氷密接度を定量化し，これらの相互作用を議論

する． 
 
２．データと手法 
 リュッツォホルム湾に溢流する 8 つの氷河において，2000 年

以降の末端位置と流動速度を定量化した．末端位置は可視画像 
(Landsat 7, 8, ASTER)を用いて GIS ソフトウェア (QGIS)および

Google Earth Engine (GEEDiT)上で描画し，氷河幅に対する平均

的な変動量または氷河の中心線に沿った変動量 3)を用いて定量

化した．Shirase 氷河末端は氷山との判別が難しいため，浮氷舌

末端の位置を使用した．流動速度は Landsat 8 の可視画像を用い

て Feature Tracking 法による流動速度測定 4)を行ったほか，NASA 
MEaSUREs が公開する ITS_LIVE を用いて対象氷河の接地線近

傍領域における年平均の流動速度を取得した．リュッツォホル

ム湾の海氷密接度は NOAA NSIDC の公開データを使用した． 
 
３．結果 
 リュッツォホルム湾の海氷密接度は 2004，2011，2016，2017
年に顕著に減少した（それぞれ−19%，−26%，−24%，−23%）（図

2）．対象とした 8 つの氷河のうち，Prince Harald South を除く 7
つの氷河で 2015 年以降に大規模な末端後退がみられた (e.g. 
Langhovde 氷河で 0.4 km，Skallen 氷河で 1.6 km，Shirase 氷河で

10.8 km)．流動速度はいずれの氷河においても観測期間前半で減

少傾向にあり，2015–2016 年に最小値をとった (e.g. Langhovde
氷河で 100 m a−1，Skallen 氷河で 610 m a−1，Shirase 氷河で 2160 m 
a−1)．その後 5 つの氷河で流動速度は増加し，2018–2019 年には

Langhovde 氷河で 110 m a−1，Skallen 氷河で 650 m a−1，Shirase 氷
河で 2230 m a−1を取った． 
 
４．考察 
 リュッツォホルム湾に流出する 8 つの氷河のうち 7 つが，2016
年に発生した海氷流出と同期して大規模な末端後退を示したこ

とが明らかとなった．さらに流動速度は海氷流出および末端後

退の時期から増加傾向を示した．以上の結果から，2016 年まで

氷河前に存在していた定着氷が棚氷を安定化させ，カービング

とそれに続く流動加速を抑制していた可能性が示唆された． 
今後は Landsat 8 および Sentinel-1 を用いた時間分解能の高い

流動速度測定を行うほか，近年の気象条件や海洋環境の変動を

調査する．これらより，溢流氷河の変動を駆動する要因を明ら

かにする予定である． 
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図 2. (a) リュッツォホルム湾の海氷密接度，(b) Langhovde 氷河， 

(c) Skallen 氷河，(d) Shirase 氷河の末端位置 (＋)と流動速度 (〇)を示す． 

図 1. リュッツォホルム湾に流出する 8 つの氷河 


